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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分散染料と、
　アクリル系樹脂、スチレン系樹脂及びウレタン系樹脂から選択される一種以上である分
散樹脂と、
　シリコーン系界面活性剤と、
　アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸及びその塩、並びに、ポリオキシエチレンス
チレン化フェニルエーテルから選択される一種以上である可溶化剤と、
を含み、
　表面張力が３０ｍＮ／ｍ以下であり、
　全成分から前記分散染料及び前記分散樹脂を除いた成分の混合物の曇点が４０℃以上で
ある、昇華転写用インクジェットインク組成物。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記分散樹脂の前記分散染料に対する質量比（分散樹脂／分散染料）が２０％以上２０
０％以下である、昇華転写用インクジェットインク組成物。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２において、
　前記分散染料が、ＤＲ６０、ＤＹ５４、ＤＢ３５９、ＤＢ３６０、ＤＯ２５及びＳＯ６
０から選択される一種以上を含む、昇華転写用インクジェットインク組成物。
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【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の昇華転写用インクジェットインク組成
物を記録ヘッドから吐出して中間転写媒体に付着させる吐出工程と、前記昇華転写用イン
クジェットインク組成物を布帛に記録する転写工程と、を有する、昇華転写インクジェッ
ト記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、昇華転写用インクジェットインク組成物及び昇華転写インクジェット記録方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、微細なノズルからインクの小滴を吐出して、記録媒体に付
着させて記録を行う方法である。この方法は、比較的安価な装置で高解像度かつ高品位な
画像を、高速で記録できるという特徴を有する。インクジェット記録方法においては、用
いるインクの性質、記録における安定性、得られる画像の品質をはじめとして、非常に多
くの検討要素があり、インクジェット記録装置のみならず、用いるインクジェットインク
組成物に対する研究も盛んである。
【０００３】
　また、インクジェット記録方法を用いて、布帛等を染色（捺染）することも行われてい
る。従来、布帛（織布や不織布）に対する捺染方法としては、スクリーン捺染法、ローラ
ー捺染法等が用いられてきたが、多種少量生産性ならびに即時プリント性等の観点から、
インクジェット記録方法を適用することが有利であるため種々検討されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、樹脂によって分散された分散染料と、シリコーン系の界面活
性剤とを含むインクジェット捺染インクが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１５－０９１９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　捺染の一態様として、昇華型染料を用いた昇華転写方式の捺染方法がある。係る捺染方
法は、捺染対象の媒体（布帛等）に直接インクジェットインク組成物を付着させず、転写
元となる転写媒体（紙等）へ昇華転写に対応したインクジェットインク組成物を付着させ
た後、当該転写媒体から捺染対象の媒体へと染料を転写して捺染物を得る方法である。
【０００７】
　一方、インクに分散染料等の水に溶解しない又は溶解しにくい染料が配合される場合、
この染料を分散させる手段として、ナフタレン系の分散剤が用いられることがあった。し
かし、このナフタレン系の分散剤は臭気を感じる場合がある。昇華転写用のインクでは転
写の際に加熱されるので、このような分散剤を用いると臭気が問題となることがあった。
【０００８】
　ここで特許文献１に記載のインクジェット捺染インクは、昇華転写用として使用するこ
とができる分散染料を分散樹脂によって分散させている。このようなインクであれば、ナ
フタレン系の分散剤を用いなくてもよいため、臭気は抑えられると考えられる。
【０００９】
　ところが、特許文献１のインクにはさらにシリコーン系の界面活性剤を配合されている
。発明者の検討によると、分散染料を分散樹脂によって分散させたインクにシリコーン系
界面活性剤を添加すると、初期の表面張力は低くなるものの、長期間保存すると表面張力
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が徐々に高くなり、これにともなってヘッドへの充填性や吐出安定性が悪くなり得られる
画質が劣化してしまうことがあることが分かってきた。また、このような劣化はシリコー
ン系界面活性剤と分散樹脂との相互作用が一因となっていることが分かってきた。
【００１０】
　本発明の幾つかの態様に係る目的の一つは、臭気が抑制された捺染を行うことができ、
ヘッドへの充填性が良好で、かつ、保存中に物性の変化が生じにくく保存安定性に優れた
、昇華転写用インクジェットインク組成物を提供することにある。また、本発明の幾つか
の態様に係る目的の一つは、臭気が抑制されるとともに、画質の良好な捺染を行うことが
できる昇華転写インクジェット記録方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の態
様又は適用例として実現することができる。
【００１２】
　本発明に係る昇華転写用インクジェットインク組成物の一態様は、
　分散染料と、
　分散樹脂と、
　シリコーン系界面活性剤と、
　可溶化剤と、
を含み、
　表面張力が３０ｍＮ／ｍ以下であり、
　全成分から前記分散染料及び前記分散樹脂を除いた成分の混合物の曇点が４０℃以上で
ある。
【００１３】
　このような昇華転写用インクジェットインク組成物は、捺染の際に生じる臭気が抑制さ
れ、ヘッドへの充填性が良好で、かつ、保存中に物性の変化が生じにくく保存安定性に優
れている。すなわち、かかる昇華転写用インクジェットインク組成物は、分散樹脂を含む
ことにより分散染料の分散性を良好であるとともに、捺染時の臭気が抑制され、また前記
（全成分から前記分散染料及び前記分散樹脂を除いた成分の混合物の）曇点を適切にでき
る可溶化剤を含むことにより分散樹脂とシリコーン系界面活性剤との相互作用が抑制され
る結果、シリコーン系界面活性剤によるヘッドへの充填性の向上効果や、表面張力の低下
効果が経時的に変化しにくい。これにより例えば昇華転写用インクジェットインク組成物
を保存した後でも、初期の物性を維持できるので、捺染物の画質を保存の前後で変化しに
くくすることができる。
【００１４】
　本発明に係る昇華転写用インクジェットインク組成物において、
　前記可溶化剤が、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸及びその塩、並びに、ポリ
オキシエチレンスチレン化フェニルエーテルから選択される一種以上であってもよい。
【００１５】
　このような昇華転写用インクジェットインク組成物によれば、シリコーン系界面活性剤
の可溶化がより容易で、シリコーン系界面活性剤が分散樹脂に吸着することをさらに抑制
しやすい。そのため組成物の表面張力を低下させる能力を維持させやすく、例えば昇華転
写用インクジェットインク組成物を保存した後でも、初期の物性をより確実に維持するこ
とができる。
【００１６】
　本発明に係る昇華転写用インクジェットインク組成物において、
　前記分散樹脂が、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂及びウレタン系樹脂の一種以上であ
ってもよい。
【００１７】
　このような昇華転写用インクジェットインク組成物によれば、分散染料をさらに良好に
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分散させることができる。
【００１８】
　本発明に係る昇華転写用インクジェットインク組成物において、
　前記分散樹脂の前記分散染料に対する質量比（分散樹脂／分散染料）が２０％以上２０
０％以下であってもよい。
【００１９】
　このような昇華転写用インクジェットインク組成物によれば、分散染料をさらに良好に
分散させることができる。
【００２０】
　本発明に係る昇華転写用インクジェットインク組成物において、
　前記分散染料が、ＤＲ６０、ＤＹ５４、ＤＢ３５９、ＤＢ３６０、ＤＯ２５及びＳＯ６
０から選択される一種以上を含んでもよい。
【００２１】
　このような昇華転写用インクジェットインク組成物によれば、より良好な捺染を行うこ
とができる。
【００２２】
　本発明に係る昇華転写インクジェット記録方法の一態様は、
　上述の昇華転写用インクジェットインク組成物を記録ヘッドから吐出して中間転写媒体
に付着させる吐出工程と、前記昇華転写用インクジェットインク組成物を布帛に記録する
転写工程と、を有する。
【００２３】
　このような昇華転写インクジェット記録方法によれば、臭気が抑制されるとともに、画
質の良好な捺染を行うことができる。
【００２４】
　なお、上記したＤＲ６０、ＤＹ５４、ＤＢ３５９、ＤＢ３６０、ＤＯ２５及びＳＯ６０
は、それぞれ、Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド６０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトイエロー５４、Ｃ．
Ｉ．ダイレクトブルー３５９、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブルー３６０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオ
レンジ２５及びＣ．Ｉ．ソルベントオレンジ６０の略記である。また、「Ｃ．Ｉ．」はカ
ラーインデックスの略である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下に本発明の幾つかの実施形態について説明する。以下に説明する実施形態は、本発
明の一例を説明するものである。本発明は以下の実施形態になんら限定されるものではな
く、本発明の要旨を変更しない範囲において実施される各種の変形形態も含む。なお以下
で説明される構成の全てが本発明の必須の構成であるとは限らない。
【００２６】
　１．昇華転写用インクジェットインク組成物
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、分散染料と、分散樹脂と、シ
リコーン系界面活性剤と、可溶化剤と、を含む。
【００２７】
　１．１．分散染料
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、分散染料を含む。分散染料は
、昇華型染料の一種であり、ポリエステル、ナイロン、アセテート等の疎水性合成繊維の
染着に好適に用いられる染料であり、水に不溶または難溶の化合物である。また分散染料
は、加熱により昇華する性質を有する染料である。本実施形態の昇華転写用インクジェッ
トインク組成物に用いられる分散染料としては、特に制限されないが、具体的には以下に
例示するものが挙げられる。なお、以下の例示では、油溶性染料に分類されるものも含ま
れるが、本明細書では水溶性を有さず水中で分散形態をとる油溶性染料は分散染料の一種
として取り扱う。
【００２８】
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　イエロー系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー１、３、４、５
、７、８、９、１３、１６、２３、２４、３０、３１、３３、３４、３９、４１、４２、
４４、４９、５０、５１、５４、５６、５８、６０、６１、６３、６４、６６、６８、７
１、７４、７６、７７、７８、７９、８２、８３、８５、８６、８８、９０、９１、９３
、９８、９９、１００、１０４、１０８、１１４、１１６、１１８、１１９、１２２、１
２４、１２６、１３５、１４０、１４１、１４９、１５３、１６０、１６２、１６３、１
６４、１６５、１７９、１８０、１８２、１８３、１８４、１８６、１９２、１９８、１
９９、２０１、２０２、２０４、２１０、２１１、２１５、２１６、２１８、２２４、２
２７、２３１、２３２、２３３、２４５、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー２、６、１４、１
６、２１、２５、２９、３０、３３、５１、５６、７７、８０、８２、８８、８９、９３
、１１６、１５０、１６３、１７９等が挙げられる。なお、「Ｃ．Ｉ．ディスパースイエ
ロー」及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー」は、それぞれ「ＤＹ」及び「ＳＹ」と略記す
ることがある。
【００２９】
　オレンジ系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ１、１：１、３
、５、７、１１、１３、１７、２０、２１、２５、２５：１、２９、３０、３１、３２、
３３、３７、３８、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、５
１、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６１、６６、７１、７３、７６、７８
、８０、８９、９０、９１、９３、９６、９７、１１９、１２７、１３０、１３９、１４
２、Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ１、２、１４、４５、６０等が挙げられる。なお、「Ｃ
．Ｉ．ディスパースオレンジ」及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントオレンジ」は、それぞれ「ＤＯ
」及び「ＳＯ」と略記することがある。
【００３０】
　レッド系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド１、４、５、６、７
、１１、１２、１３、１５、１７、２７、４３、４４、５０、５２、５３、５４、５５、
５５：１、５６、５８、５９、６０、６５、７０、７２、７３、７４、７５、７６、７８
、８１、８２、８３、８４、８６、８６：１、８８、９０、９１、９２、９３、９６、９
７、９９、１００、１０１、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１１０
、１１１、１１３、１１６、１１７、１１８、１２１、１２２、１２５、１２６、１２７
、１２８、１２９、１３１、１３２、１３４、１３５、１３７、１４３、１４５、１４６
、１５１、１５２、１５３、１５４、１５７、１５８、１５９、１６４、１６７、１６７
：１、１６９、１７７、１７９、１８１、１８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１
９０、１９０：１、１９１、１９２、２００、２０１、２０２、２０３、２０５、２０６
、２０７、２１０、２２１、２２４、２２５、２２７、２２９、２３９、２４０、２５７
、２５８、２７７、２７８、２７９、２８１、２８８、２９８、３０２、３０３、３１０
、３１１、３１２、３２０、３２４、３２８、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド１、３、７、８
、９、１８、１９、２３、２４、２５、２７、４９、１００、１０９、１２１、１２２、
１２５、１２７、１３０、１３２、１３５、２１８、２２５、２３０等が挙げられる。な
お、「Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド」及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド」は、それぞれ「
ＤＲ」及び「ＳＲ」と略記することがある。
【００３１】
　バイオレット系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット１、４
、８、１０、１７、１８、２３、２４、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３３、３
５、３６、３７、３８、４０、４３、４６、４８、５０、５１、５２、５６、５７、５９
、６１、６３、６９、７７、Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット１３等が挙げられる。なお
、「Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット」及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントバイオレット」は、
それぞれ「ＤＶ」及び「ＳＶ」と略記することがある。
【００３２】
　グリーン系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースグリーン９、Ｃ．Ｉ．ソ
ルベントグリーン３等が挙げられる。なお、「Ｃ．Ｉ．ディスパースグリーン」及び「Ｃ
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．Ｉ．ソルベントグリーン」は、それぞれ「ＤＧ」及び「ＳＧ」と略記することがある。
【００３３】
　ブラウン系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースブラウン１、２、４、９
、１３、１９、Ｃ．Ｉ．ソルベントブラウン３、５等が挙げられる。なお、「Ｃ．Ｉ．デ
ィスパースブラウン」及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントブラウン」は、それぞれ「ＤＢｒ」及び
「ＳＢｒ」と略記することがある。
【００３４】
　ブルー系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー３、５、６、７、９
、１４、１６、１９、２０、２４、２６、２６：１、２７、３５、４３、４４、５２、５
４、５５、５６、５８、６０、６１、６２、６４、６４：１、７１、７２、７２：１、７
３、７５、７７、７７：１、７９、８１、８１：１、８２、８３、８５、８７、８８、９
０、９１、９３、９４、９５、９６、９９、１０２、１０６、１０８、１１２、１１３、
１１５、１１８、１２０、１２２、１２５、１２８、１３０、１３１、１３９、１４１、
１４２、１４３、１４５、１４６、１４８、１４９、１５３、１５４、１５８、１６５、
１６７、１７１、１７３、１７４、１７６、１８１、１８３、１８５、１８６、１８７、
１８９、１９７、１９８、２００、２０１、２０５、２０７、２１１、２１４、２２４、
２２５、２４１、２５７、２５９、２６７、２６８、２７０、２８４、２８５、２８７、
２８８、２９１、２９３、２９５、２９７、３０１、３１５、３３０、３３３、３５４、
３５９、３６０、３６７、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２、１１、１４、２４、２５、３５
、３６、３８、４８、５５、５９、６３、６７、６８、７０、７３、８３、１０５、１１
１、１３２等が挙げられる。なお、「Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー」及び「Ｃ．Ｉ．ソル
ベントブルー」は、それぞれ「ＤＢ」及び「ＳＢ」と略記することがある。
【００３５】
　ブラック系分散染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ディスパースブラック１、２、３、１
０、２４、２６、２７、２８、３０、３１、Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック３、５、７、２
３、２７、２８、２９、３４等が挙げられる。なお、「Ｃ．Ｉ．ディスパースブラック」
及び「Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック」は、それぞれ「ＤＢｋ」及び「ＳＢｋ」と略記する
ことがある。
【００３６】
　上記例示した分散染料は、１種単独で用いてもよく、２種以上を組み合わせて用いても
よい。
【００３７】
　上記例示した分散染料は、昇華性を有した昇華型染料である。ここで「昇華型染料」と
は、加熱により昇華する性質を有する染料である。かかる染料は、昇華転写を利用した布
帛等に対する染色（捺染）に好適である。このような昇華転写を利用した捺染方法として
は、例えば、紙等のシート状の中間転写媒体（転写元）に昇華型染料を含むインクを用い
てインクジェット方式による印刷を行った後、布帛等の被記録媒体に中間転写媒体を重ね
て、加熱により昇華転写する方法や、剥離可能なインク受容層が設けられた被記録媒体（
フィルム製品等）のインク受容層に昇華転写用インクを用いてインクジェット方式による
印刷を行い、その後、そのまま加熱して下層側の被記録媒体に昇華拡散染色を行い、さら
にその後、インク受容層を剥離する方法等がある。
【００３８】
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、上記例示した分散染料の中で
も、発色性、組成物の保存安定性の観点から、ＤＲ６０、ＤＹ５４、ＤＢ３５９、ＤＢ３
６０、ＤＯ２５及びＳＯ６０から選択される一種以上を含むことがより好ましい。このよ
うな分散染料を選択することにより、発色性が良好で、保存後においても極めて良好な捺
染を行うことができる。
【００３９】
　上記例示した分散染料は、いずれも水に不溶または難溶の化合物であるが、例えば後述
する分散樹脂によって、特定の濃度範囲であれば水に対して良好に分散する（油溶染料の
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場合には乳化ともいう。）ことができる。また、上記例示した分散染料は、それぞれ分散
性において若干の差異がある。すなわち、分散染料の種類によっては、分散樹脂の好適な
濃度範囲が異なるし、分散樹脂の種類によって分散性も異なることがある。
【００４０】
　分散染料の合計の含有量は、昇華転写用インクジェットインク組成物１００質量％に対
して、１０質量％以下、好ましくは０．１質量％以上１０質量％以下であり、より好まし
くは０．２質量％以上９．０質量％以下であり、さらに好ましくは０．３質量％以上７．
０質量％以下である。分散染料の含有量がこの程度であれば、得られる捺染物の発色性（
ＯＤ値）が十分に得られる。
【００４１】
　１．２．分散樹脂
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、分散染料を分散させる分散樹
脂を含む。分散染料は分散樹脂によって分散されており、分散樹脂は上述の分散染料を昇
華転写用インクジェットインク組成物中で分散させる（あるいは乳化させる）機能を有し
ている。分散樹脂としては、特に限定されないが、以下のものを例示できる。
【００４２】
　分散樹脂としては、ポリアクリル酸、アクリル酸－アクリルニトリル共重合体、アクリ
ル酸－アクリル酸エステル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル共重合体、酢酸ビ
ニル－アクリル酸共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共
重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－α－メチル
スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸－アクリル
酸エステル共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体等のアクリル系樹脂及びそ
の塩；スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸共重合体、スチレン－メ
タクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸
共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、
スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－無水マレイン酸共重合体等のスチレン系樹脂
及びその塩；イソシアネート基とヒドロキシル基とが反応したウレタン結合を含む高分子
化合物（樹脂）であって直鎖状の及び／又は分岐状であってもよく、架橋構造の有無を問
わないウレタン系樹脂及びその塩；ポリビニルアルコール類；ポリビニルピロリドン類；
ビニルナフタレン－マレイン酸共重合体及びその塩；酢酸ビニル－マレイン酸エステル共
重合体及びその塩；並びに；酢酸ビニル－クロトン酸共重合体及びその塩等を挙げること
ができる。
【００４３】
　スチレン系分散樹脂の市販品としては、例えば、Ｘ－２００、Ｘ－１、Ｘ－２０５、Ｘ
－２２０（星光ＰＭＣ社製）、ノプコスパース６１００（サンノプコ株式会社製）等が挙
げられる。アクリル系樹脂分散剤の市販品としては、ＢＹＫ－１９０、ＢＹＫ－１８７、
ＢＹＫ－１９１、ＢＹＫ－１９４Ｎ、ＢＹＫ－１９９（ビックケミー株式会社製）、アロ
ンＡ－６１１４（東亜合成株式会社製）等が挙げられる。また、ウレタン系樹脂分散剤の
市販品としては、ＢＹＫ－１８４、ＢＹＫ－１８２、ＢＹＫ－１８３、ＢＹＫ－１８５（
ビックケミー株式会社製）、ＴＥＧＯ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅ７１０（Ｅｖｏｎｉｃ　Ｔｅｇ
ｏ　Ｃｈｅｍｉ社製）等が挙げられる。
【００４４】
　分散樹脂は、１種単独で用いても、２種以上を併用してもよい。分散樹脂の合計の含有
量は、昇華転写用インクジェットインク組成物１００質量％に対して、０．１質量％以上
２０質量％以下、好ましくは０．５質量％以上１０質量％以下、より好ましくは１質量％
以上８質量％以下、さらに好ましくは１．５質量％以上５質量％以下である。分散樹脂の
含有量が０．１質量％以上であることにより、分散染料の分散安定性を確保することがで
きる。また、分散樹脂の含有量が２０質量％以下であれば、組成物の粘度を適した範囲に
抑えることができる。
【００４５】
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　さらに、分散樹脂の合計の含有量は、分散樹脂の分散染料に対する質量比（分散樹脂の
合計／分散染料の合計）が２０％以上２００％以下となるように配合することがより好ま
しい。また、この分散樹脂の分散染料に対する質量比は、３０％以上１５０％以下がより
好ましく、４０％以上１００％以下がさらに好ましく、４０％以上６０％以下であること
が特に好ましい。このようにすれば、分散染料に対する分散樹脂の量が良好となるので、
分散染料をさらに良好に分散させることができる。
【００４６】
　また、上記例示した分散樹脂のなかでも、アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、及び、ウ
レタン系樹脂から選択される一種以上であることがさらに好ましい。分散樹脂としてこの
ような樹脂を用いることにより、分散染料の分散安定性をさらに良好にすることができる
。
【００４７】
　発明者らの検討により、このような分散樹脂は、組成物中で後述するシリコーン系界面
活性剤と共存することにより、シリコーン系界面活性剤を吸着しやすいことが分かってき
た。そのような性質を有する分散樹脂を用いたとしても、本実施形態の昇華転写用インク
ジェットインク組成物では可溶化剤が配合されることにより、シリコーン系界面活性剤が
吸着することが抑制されるか、シリコーン系界面活性剤を可溶化することができると考え
られ、昇華転写用インクジェットインク組成物の表面張力を長期にわたって良好に保つこ
とができるので、保存安定性を良好にすることができる。
【００４８】
　すなわち、分散染料の捺染の際の臭気を抑制するために、シリコーン系界面活性剤との
相互作用が懸念される分散樹脂を用いて分散染料を分散させたとしても、保存安定性を良
好とし、保存後でも良好な画像を形成することができる点で、下記のシリコーン系界面活
性剤を用いることによる効果を十分に活用することができる。
【００４９】
　１．３．シリコーン系界面活性剤
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物は、シリコーン系界面活性剤
を含む。シリコーン系界面活性剤は、昇華転写用インクジェットインク組成物の表面張力
を低下させ、記録ヘッドへの充填性を確保したり、記録媒体との濡れ性（布帛等への浸透
性）を向上させる機能を有する。
【００５０】
　シリコーン系界面活性剤としては、特に限定されないが、ポリシロキサン系化合物が好
ましく挙げられる。当該ポリシロキサン系化合物としては、特に限定されないが、例えば
ポリエーテル変性オルガノシロキサンが挙げられる。当該ポリエーテル変性オルガノシロ
キサンの市販品としては、例えば、ＢＹＫ－３０６、ＢＹＫ－３０７、ＢＹＫ－３３３、
ＢＹＫ－３４１、ＢＹＫ－３４５、ＢＹＫ－３４６、ＢＹＫ－３４８、ＢＹＫ－３４９、
ＢＹＫ－３７８、ＢＹＫ－３３１（以上商品名、ビック・ケミー社製）、ＫＦ－３５１Ａ
、ＫＦ－３５２Ａ、ＫＦ－３５３、ＫＦ－３５４Ｌ、ＫＦ－３５５Ａ、ＫＦ－６１５Ａ、
ＫＦ－９４５、ＫＦ－６４０、ＫＦ－６４２、ＫＦ－６４３、ＫＦ－６０２０、Ｘ－２２
－４５１５、ＫＦ－６０１１、ＫＦ－６０１２、ＫＦ－６０１５、ＫＦ－６０１７（以上
商品名、信越化学工業社製）が挙げられる。
【００５１】
　シリコーン系界面活性剤は、１種単独で用いても、２種以上を併用してもよい。シリコ
ーン系界面活性剤の合計の含有量は、昇華転写用インクジェットインク組成物１００質量
％に対して、０．１質量％以上５質量％以下、好ましくは０．２質量％以上３質量％以下
、より好ましくは０．３質量％以上１質量％以下、さらに好ましくは０．５質量％以上０
．８質量％以下である。シリコーン系界面活性剤の含有量が０．１質量％以上であること
により、昇華転写用インクジェットインク組成物の記録ヘッドへの充填性を良好にし、ま
た、組成物の表面張力を十分に低くすることができる。また、シリコーン系界面活性剤の
含有量が５質量％以下であれば、昇華転写用インクジェットインク組成物の全成分から分



(9) JP 6969191 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

散染料及び分散樹脂を除いた成分の混合物の曇点を４０℃以上としやすく、表面張力を低
下させる能力を十分に発揮することができる。
【００５２】
　１．４．可溶化剤
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、可溶化剤を含有する。可溶化
剤は、上述の分散樹脂に対して上述のシリコーン系界面活性剤が吸着して界面活性能が低
下することを抑制する機能を有する。すなわちここでいう可溶化との語は、シリコーン系
界面活性剤を液相で安定させることを指し、シリコーン系界面活性剤を溶解させるという
意味で用いている。また、可溶化剤はシリコーン系界面活性剤の吸着を防止するという観
点から吸着防止剤と称しても構わない。また、可溶化剤の機能の一つとして、組成物の液
体成分（全成分から分散染料及び分散樹脂を除いた成分の混合物）の曇点を高めることが
挙げられる。これにより例えばシリコーン系界面活性剤の添加量を高めることができる場
合がある。
【００５３】
　可溶化剤としては、例えば、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸及びその塩、並
びに、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテルが挙げられる。アルキルジフェニ
ルエーテルジスルホン酸塩の市販品としては、例えばペレックスＳＳ－Ｈ、ＳＳ－Ｌ（花
王株式会社製）等のペレックスシリーズを例示することができる。また、ポリオキシエチ
レンスチレン化フェニルエーテルの市販品としては、エマルゲンＡ－５００、Ａ－６０、
Ａ－９０（花王株式会社製）、ノイゲンＥＡ－０１７、ＥＡ－８７、ＥＡ－１３７、ＥＡ
－１５７、ＥＡ－１７７、ＥＡ－１９７Ｄ、ＥＡ－２０７Ｄ（第一工業製薬株式会社製）
等のノイゲンシリーズを例示することができる。
【００５４】
　また、これらの可溶化剤は、一種又は複数種を用いることができる。したがって例えば
本実施形態の捺染用インクジェットインク組成物はアルキルジフェニルエーテルジスルホ
ン酸及びその塩、並びに、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテルから選択され
る一種以上を含んでもよい。
【００５５】
　可溶化剤の合計の含有量は、昇華転写用インクジェットインク組成物１００質量％に対
して、０．１質量％以上５質量％以下、好ましくは０．２質量％以上３質量％以下、より
好ましくは０．３質量％以上２質量％以下、さらに好ましくは０．５質量％以上１．５質
量％以下である。可溶化剤の含有量が０．１質量％以上であることにより、十分なシリコ
ーン系界面活性剤の可溶化効果を得ることができ、シリコーン系界面活性剤の量が多くて
も曇点を高く維持することができる。
【００５６】
　１．５．その他の成分
　１．５．１．水溶性有機溶剤
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、アルキルポリオール、グリコ
ールエーテル等の有機溶剤を含んでもよい。
【００５７】
　＜アルキルポリオール＞
　アルキルポリオールの具体例としては、１，２－ブタンジオール［１９４℃］、１，２
－ペンタンジオール［２１０℃］、１，２－ヘキサンジオール［２２４℃］、１，２－ヘ
プタンジオール［２２７℃］、１，３－プロパンジオール（プロピレングリコール）［２
１０℃］、１，３－ブタンジオール［２３０℃］、１，４－ブタンジオール［２３０℃］
、１，５－ペンタンジオール［２４２℃］、１，６－ヘキサンジオール［２５０℃］、２
－エチル－２－メチル－１，３－プロパンジオール［２２６℃］、２－メチル－２－プロ
ピル－１，３－プロパンジオール［２３０℃］、２－メチル－１，３－プロパンジオール
［２１４℃］、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール［２１０℃］、３－メチル
－１，３－ブタンジオール［２０３℃］、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール［２４
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４℃］、３－メチル－１，５－ペンタンジオール［２５０℃］、２－メチルペンタン－２
，４－ジオール［１９７℃］、ジエチレングリコール［２４５℃］、ジプロピレングリコ
ール［２３２℃］、トリエチレングリコール［２８７℃］、グリセリン［２９０℃］等が
挙げられる。なお、括弧内の数値は標準沸点を表す。これらのアルキルポリオールは、１
種単独で用いてもよいし、２種以上併用してもよい。
【００５８】
　アルキルポリオールを含有させる場合の含有量は、昇華転写用インクジェットインク組
成物の全質量に対して、５質量％以上であれば効果を奏することができるが、５質量％以
上３０質量％以下であることが好ましく、８質量％以上２７質量％以下であることがより
好ましく、１０質量％以上２５質量％以下であることがさらに好ましい。
【００５９】
　＜グリコールエーテル＞
　グリコールエーテルとしては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、トリプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチレンポリ
オキシプロピレングリコールから選択されるグリコールのモノアルキルエーテルが好まし
い。より好ましくは、メチルトリグリコール（トリエチレングリコールモノメチルエーテ
ル）、ブチルトリグリコール（トリエチレングリコールモノブチルエーテル）、ブチルジ
グリコール（ジエチレングリコールモノブチルエーテル）、ジプロピレングリコールモノ
プロピルエーテル等が挙げられ、典型例としてジエチレングリコールモノブチルエーテル
［２３０℃］が挙げられる。括弧内の数値は標準沸点を表す。
【００６０】
　グリコールエーテルは、複数種を混合して用いてもよい。またグリコールエーテルを用
いる場合の配合量は、昇華転写用インクジェットインク組成物の粘度調整、保湿効果によ
る目詰まり防止の点から、昇華転写用インクジェットインク組成物の全量に対して合計で
、０．２質量％以上３０質量％以下、好ましくは０．４質量％以上２０質量％以下、より
好ましくは１質量％以上１５質量％以下、さらに好ましくは２質量％以上１０質量％以下
である。
【００６１】
　＜その他の有機溶剤＞
　さらに本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物に使用可能な有機溶剤とし
ては、γ－ブチロラクトン等のラクトン類、ベタイン化合物等が挙げられる。これらの有
機溶剤を使用すると、濡れ性や浸透速度を制御できる場合があるため、画像の発色性を向
上できる場合がある。
【００６２】
　このような水溶性有機溶剤は、複数種を混合して用いてもよい。また、本項目で説明し
ている水溶性有機溶剤の配合量は、昇華転写用インクジェットインク組成物の粘度調整、
保湿効果による目詰まり防止の点から、全量に対して合計で、０．２質量％以上３０質量
％以下、好ましくは０．４質量％以上２０質量％以下、より好ましくは０．５質量％以上
１５質量％以下、さらに好ましくは０．７質量％以上１０質量％以下である。
【００６３】
　１．５．２．界面活性剤
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物は、表面張力及び曇点をそれ
ぞれ３０ｍＮ／ｍ以下及び４０℃以上としうる限り、上述のシリコーン系界面活性剤の他
の種類の界面活性剤を含んでもよい。そのような界面活性剤としては、ノニオン系界面活
性剤、アニオン系界面活性剤、カチオン系界面活性剤、両性界面活性剤のいずれも使用す
ることができ、さらにこれらは併用してもよい。
【００６４】
　アセチレングリコール系界面活性剤としては、特に限定されないが、例えば、サーフィ
ノール１０４、１０４Ｅ、１０４Ｈ、１０４Ａ、１０４ＢＣ、１０４ＤＰＭ、１０４ＰＡ
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、１０４ＰＧ－５０、１０４Ｓ、４２０、４４０、４６５、４８５、ＳＥ、ＳＥ－Ｆ、５
０４、６１、ＤＦ３７、ＣＴ１１１、ＣＴ１２１、ＣＴ１３１、ＣＴ１３６、ＴＧ、ＧＡ
、ＤＦ１１０Ｄ（以上全て商品名、Air　Products　and　Chemicals.　Inc.社製）、オル
フィンＢ、Ｙ、Ｐ、Ａ、ＳＴＧ、ＳＰＣ、Ｅ１００４、Ｅ１０１０、ＰＤ－００１、ＰＤ
－００２Ｗ、ＰＤ－００３、ＰＤ－００４、ＰＤ－００５、ＥＸＰ．４００１、ＥＸＰ．
４０３６、ＥＸＰ．４０５１、ＡＦ－１０３、ＡＦ－１０４、ＡＫ－０２、ＳＫ－１４、
ＡＥ－３（以上全て商品名、日信化学工業社製）、アセチレノールＥ００、Ｅ００Ｐ、Ｅ
４０、Ｅ１００（以上全て商品名、川研ファインケミカル社製）が挙げられる。
【００６５】
　フッ素系界面活性剤としては、フッ素変性ポリマーを用いることが好ましく、具体例と
しては、ＢＹＫ－３４０（ビックケミー・ジャパン社製）が挙げられる。
【００６６】
　昇華転写用インクジェットインク組成物に、シリコーン系界面活性剤以外の種類の界面
活性剤を配合する場合には、組成物全体に対してその合計で０．０１質量％以上３質量％
以下、好ましくは０．０５質量％以上２質量％以下、さらに好ましくは０．１質量％以上
１．５質量％以下、特に好ましくは０．２質量％以上１質量％以下配合することが好まし
い。
【００６７】
　１．５．３．ｐＨ調整剤
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、必要に応じてｐＨ調整剤を添
加することができる。ｐＨ調整剤としては、特に限定されないが、酸、塩基、弱酸、弱塩
基の適宜の組み合わせが挙げられる。そのような組み合わせに用いる酸、塩基の例として
は、無機酸として、硫酸、塩酸、硝酸等、無機塩基として水酸化リチウム、水酸化ナトリ
ウム、水酸化カリウム、リン酸二水素カリウム、リン酸水素二ナトリウム、炭酸カリウム
、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、アンモニア等が挙げられ、有機塩基として、ト
リエタノールアミン、ジエタノールアミン、モノエタノールアミン、トリプロパノールア
ミン、トリイソプロパノールアミン、ジイソプロパノールアミン、トリスヒドロキシメチ
ルアミノメタン（ＴＨＡＭ）等が挙げられ、有機酸として、アジピン酸、クエン酸、コハ
ク酸、乳酸、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－２－アミノエタンスルホン酸（Ｂ
ＥＳ）、４－（２－ヒドロキシエチル）－１－ピペラジンエタンスルホン酸（ＨＥＰＥＳ
）、モルホリノエタンスルホン酸（ＭＥＳ）、カルバモイルメチルイミノビス酢酸（ＡＤ
Ａ）、ピペラジン－１，４－ビス（２－エタンスルホン酸）（ＰＩＰＥＳ）、Ｎ－（２－
アセトアミド）－２－アミノエタンスルホン酸（ＡＣＥＳ）、コラミン塩酸、Ｎ－トリス
（ヒドロキシメチル）メチル－２－アミノエタンスルホン酸（ＴＥＳ）、アセトアミドグ
リシン、トリシン、グリシンアミド、ビシン等のグッドバッファー、リン酸緩衝液、クエ
ン酸緩衝液、トリス緩衝液等を用いてもよい。さらに、これらのうち、ｐＨ調整剤の一部
又は全部として、トリエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン等の第三級アミン
、及び、アジピン酸、クエン酸、コハク酸、乳酸等のカルボキシル基含有有機酸、が含ま
れることが、ｐＨ緩衝効果をより安定に得ることができるため好ましい。
【００６８】
　１．５．４．水
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物は、水を含んでもよい。水と
しては、例えば、イオン交換水、限外濾過水、逆浸透水、及び蒸留水等の純水、並びに超
純水のような、イオン性不純物を極力除去したものが挙げられる。また、紫外線照射又は
過酸化水素の添加等によって滅菌した水を用いると、昇華転写用インクジェットインク組
成物を長期保存する場合に細菌類や真菌類の発生を抑制することができる。
【００６９】
　水の含有量は、昇華転写型インクジェットインク組成物の総量に対して、３０質量％以
上、好ましくは４０質量％以上であり、より好ましくは４５質量％以上であり、さらに好
ましくは５０質量％以上である。水の含有量が３０質量％以上であることにより、昇華転
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写用インクジェットインク組成物を比較的低粘度とすることができ、吐出安定性に優れる
。また、水の含有量の上限は、昇華転写用インクジェットインク組成物の総量に対して、
好ましくは９０質量％以下であり、より好ましくは８５質量％以下であり、さらに好まし
くは８０質量％以下である。
【００７０】
　１．５．５．尿素類
　昇華転写用インクジェットインク組成物の保湿剤として、あるいは、染料の染着性を向
上させる染着助剤として、必要に応じて尿素類を使用してもよい。尿素類の具体例として
は、尿素、エチレン尿素、テトラメチル尿素、チオ尿素、１，３－ジメチル－２－イミダ
ゾリジノン等が挙げられる。
【００７１】
　１．５．６．糖類
　昇華転写用インクジェットインク組成物の固化、必要に応じて糖類を使用してもよい。
糖類の具体例としては、グルコース、マンノース、フルクトース、リボース、キシロース
、アラビノース、ガラクトース、アルドン酸、グルシトール（ソルビット）、マルトース
、セロビオース、ラクトース、スクロース、トレハロース、及びマルトトリオース等が挙
げられる。
【００７２】
　１．５．７．キレート化剤
　昇華転写用インクジェットインク組成物には、必要に応じてキレート化剤を使用しても
よい。キレート化剤としては、例えば、エチレンジアミン四酢酸及びそれらの塩類（エチ
レンジアミン四酢酸二水素二ナトリウム塩、又は、エチレンジアミンのニトリロトリ酢酸
塩、ヘキサメタリン酸塩、ピロリン酸塩、若しくはメタリン酸塩等）等が挙げられる。
【００７３】
　１．５．８．防腐剤、防かび剤
　昇華転写用インクジェットインク組成物は、必要に応じて防腐剤、防かび剤を使用して
もよい。防腐剤、防かび剤としては、例えば、安息香酸ナトリウム、ペンタクロロフェノ
ールナトリウム、２－ピリジンチオール－１－オキサイドナトリウム、ソルビン酸ナトリ
ウム、デヒドロ酢酸ナトリウム、１，２－ジベンゾイソチアゾリン－３－オン（ゼネカ社
のプロキセルＣＲＬ、プロキセルＢＤＮ、プロキセルＧＸＬ、プロキセルＸＬ．２、プロ
キセルＴＮ、プロキセルＬＶ）、４－クロロ－３－メチルフェノール（バイエル社のプリ
ベントールＣＭＫ等）などが挙げられる。
【００７４】
　１．５．９．その他
　さらに上記以外の成分として、例えば、防錆剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、酸素吸収
剤、溶解助剤など、インクジェット用のインク組成物において通常用いることができる添
加剤を必要に応じて含有してもよい。
【００７５】
　１．６．昇華転写用インク組成物の物性及び製造
　本実施形態のインクジェットインク組成物は、全成分から分散染料及び分散樹脂を除い
た成分の混合物の曇点が４０℃以上である。また当該曇点は、例えば４５℃以上、好まし
くは５０℃以上、より好ましくは５５℃以上である。曇点は、インク成分から、分散染料
及び分散樹脂の両方を除いた成分（液体）の曇点であり、例えば、特開２０１５－１１７
２９７号公報の図１に示されるような測定装置により測定することができる。測定装置の
概要としては、分光光度計の内部に、循環恒温槽に接続された温度制御可能なセルを備え
たものである。セルには、熱電対がセル中の液体と接触可能となるように挿入されており
、熱電対と電気的に接続されたデータロガーによりセル中の温度を計測することができる
ようになっている。そして、測定対象をセルに入れ、循環恒温槽を用いてセルの加温を開
始し、測定対象の液温をデータロガーでモニターしながら可視光域（３００～８００ｎｍ
）の透過率を分光光度計により測定し、例えば、測定間隔を０．５℃とし、初期透過率に
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対して１０％以上透過率が下がった温度を曇点として求めることができる。
【００７６】
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物は、表面張力が３０ｍＮ／ｍ
以下である。ここで表面張力の値は、２５℃における値である。昇華転写用インクジェッ
トインク組成物の表面張力は、配合される物質によって変化するが、上述のシリコーン系
界面活性剤の配合量に、他の物質の配合量よりも相対的に強く依存して変化する。そのた
め、表面張力を３０ｍＮ／ｍ以下とする手段として、シリコーン系界面活性剤の配合量を
調節することは有効である場合が多い。
【００７７】
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物の２５℃における表面張力は
、２７ｍＮ／ｍ以下であることが好ましく、２５ｍＮ／ｍ以下であることがより好ましく
、２３ｍＮ／ｍ以下であることがさらに好ましい。なお、表面張力の測定は、自動表面張
力計ＣＢＶＰ－Ｚ（協和界面科学社製）を用いて、２５℃の環境下で白金プレートを組成
物で濡らしたときの表面張力を確認することにより測定することができる。
【００７８】
　また、昇華転写用インク組成物の２０℃における粘度は、１．５ｍＰａ・ｓ以上１０ｍ
Ｐａ・ｓ以下であることが好ましく、２ｍＰａ・ｓ以上８ｍＰａ・ｓ以下であることがよ
り好ましい。表面張力及び粘度を前記範囲内とするには、上述した水溶性有機溶剤や界面
活性剤の種類、及びこれらと水の添加量等を適宜調整すればよい。なお、粘度の測定は、
粘弾性試験機ＭＣＲ－３００（Ｐｙｓｉｃａ社製）を用いて、２０℃の環境下で、Ｓｈｅ
ａｒ　Ｒａｔｅを１０～１０００に上げていき、Ｓｈｅａｒ　Ｒａｔｅ２００時の粘度を
読み取ることにより測定することができる。
【００７９】
　本実施形態のインクジェットインク組成物は、ｐＨが５．８以上１０．５以下、好まし
くは６．０以上１０．０以下、より好ましくは６．０以上９．５以下、さらに好ましくは
７．０以上８．５以下であることが好ましい。インクジェットインク組成物のｐＨがこの
範囲であれば、例えば、記録ヘッドやインクジェット記録装置の部材の腐食を抑制できる
。
【００８０】
　本実施形態に係る昇華転写用インクジェットインク組成物は、上記した各成分を、任意
な順序で混合し、必要に応じて濾過等をして不純物を除去することにより得られる。各成
分の混合方法としては、メカニカルスターラー、マグネチックスターラー等の撹拌装置を
備えた容器に順次材料を添加して撹拌混合する方法が好適に用いられる。また、分散染料
はあらかじめ分散樹脂によって分散された分散体の態様で配合されても構わない。
【００８１】
　１．７．作用効果
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物によれば、捺染の際に生じる臭気
が抑制され、ヘッドへの充填性が良好で、かつ、保存中に物性の変化が生じにくく保存安
定性に優れている。すなわち、かかる昇華転写用インクジェットインク組成物は、分散樹
脂を含むことにより分散染料の分散性を良好であるとともに、捺染時の臭気が抑制され、
また昇華転写用インクジェットインク組成物の全成分から分散染料及び分散樹脂を除いた
成分の混合物の曇点を適切にできる可溶化剤を含むことにより分散樹脂とシリコーン系界
面活性剤との相互作用が抑制される結果、シリコーン系界面活性剤によるヘッドへの充填
性の向上効果や、表面張力の低下効果が経時的に変化しにくい。これにより例えば昇華転
写用インクジェットインク組成物を保存した後でも、初期の物性を維持できるので、捺染
物の画質を保存の前後で変化しにくくすることができる。
【００８２】
　２．昇華転写インクジェット記録方法
　上述の昇華転写用インクジェットインク組成物は、昇華転写を利用した布帛等に対する
染色方法（昇華転写インクジェット記録方法）に好適に適用することができる。本実施形



(14) JP 6969191 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

態の昇華転写インクジェット記録方法は、転写元記録物の製造方法、及び／又は、捺染物
（捺染物（染色された転写先の布帛等））の製造方法ということもできる。
【００８３】
　昇華転写を利用した染色方法としては、例えば、紙等のシート状の中間転写媒体（転写
元媒体等）に昇華型染料（分散染料）を含むインク組成物を用いてインクジェット方式に
よる印刷を行った後、布帛等の転写先媒体に中間転写媒体を重ねて、加熱により昇華転写
する方法がある。本実施形態の記録方法は、少なくとも、上述の昇華転写用インクジェッ
トインク組成物を、記録ヘッドから吐出して転写元媒体（紙等の中間転写媒体）に付着さ
せる吐出工程と、昇華転写用インクジェットインク組成物に含まれる分散染料を転写元媒
体から昇華転写させて被記録媒体（布帛等）に転写する記録工程（転写工程）とを含む。
【００８４】
　２．１．吐出工程
　本工程では、インクジェット法を用いて、昇華転写用インクジェットインク組成物を記
録ヘッドから吐出して中間転写媒体（転写元（紙等））の記録面に付着させる。インクジ
ェット法による組成物の吐出は、液滴吐出装置（例えばインクジェット記録装置）を用い
て行うことができる。
【００８５】
　２．２．記録工程
　本実施形態の昇華転写インクジェット記録方法は、昇華転写用インクジェットインク組
成物が付与された中間転写媒体（転写元媒体）の記録面を、被捺染物（布帛等）と対向さ
せた状態（転写元媒体の記録面に、布帛等を配置した状態）で加熱し、インクジェットイ
ンク組成物に含まれる分散染料を被捺染物に昇華させて転写する（記録する）工程を含む
。これにより、布帛等を被捺染物とした捺染物（捺染物）が得られる。
【００８６】
　転写工程での加熱温度は、特に規定されるものではないが、１６０℃以上２２０℃以下
、好ましくは１７０℃以上２００℃以下である。これにより、分散染料を被捺染物に転写
させるのに十分なエネルギーを与えることができ、捺染物の生産性を優れたものとするこ
とができる。
【００８７】
　転写工程での加熱時間は、加熱温度にもよるが、３０秒以上９０秒以下、好ましくは４
５秒以上６０秒以下である。これにより、分散染料を被捺染物に転写させるのに十分なエ
ネルギーを得ることができ、捺染物の生産性を特に優れたものとすることができる。
【００８８】
　また、転写工程は、インクジェットインク組成物が付与された中間転写媒体を、被捺染
物と対向させた状態で加熱することにより行えばよいが、中間転写媒体と被捺染物とを密
着させた状態で加熱することにより行うことがより好ましい。これにより、例えば、より
鮮明な画像を布帛等に記録する（捺染する）ことができる。
【００８９】
　被捺染物としては、例えば、布帛（疎水性繊維布帛等）、樹脂（プラスチック）フィル
ム等のシート状の物が好適に用いられるが、シート状以外の球状、直方体形状や曲面を有
する物体等の立体的な形状を有する物を用いてもよい。
【００９０】
　また、被捺染物の材質としては、例えば、樹脂、プラスチックで構成されたもののほか
、ガラス、金属、陶磁器を用いてもよい。また被捺染物としての布帛を構成する繊維とし
ては、例えば、ポリエステル繊維、ナイロン繊維、トリアセテート繊維、ジアセテート繊
維、ポリアミド繊維およびこれらの繊維を２種以上用いた混紡品等が挙げられる。また、
これらとレーヨン等の再生繊維あるいは木綿、絹、羊毛等の天然繊維との混紡品を用いて
もよい。被捺染物としての樹脂（プラスチック）フィルムとしては、例えば、ポリエステ
ルフィルム、ポリウレタンフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポリフェニレンサルフ
ァイドフィルム、ポリイミドフィルム、ポリアミドイミドフィルム等が挙げられる。樹脂
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（プラスチック）フィルムは、複数の層が積層された積層体であってもよいし、材料の組
成が傾斜的に変化する傾斜材料で構成されたものであってもよい。
【００９１】
　２．３．その他の工程
　本実施形態の記録方法は、付着工程の後に転写元媒体を加熱する第１加熱工程を含んで
もよい。第１加熱工程は、昇華転写用インクジェットインク組成物を転写元媒体（中間記
録媒体）へ吐出した後に加熱する工程である。第１加熱工程を行うことにより、付着工程
で付着された昇華転写用インクジェットインク組成物の乾燥が促進され、画像の滲みが抑
制されるとともに、裏移りも抑制される場合がある。なお、裏移りとは、例えば、転写元
媒体がロールで巻き取られる等、重ねられる場合に、記録面に接した裏面に対してインク
ジェットインク組成物の成分が移動する現象を指す。
【００９２】
　第１加熱工程における転写元媒体の到達温度は、好ましくは６０℃以上であり、より好
ましくは７０℃以上１２０℃以下であり、さらに好ましくは７０℃以上１１０℃以下であ
る。このような範囲であれば、分散染料が昇華しにくく、かつ良好な乾燥速度を得ること
ができる。
【００９３】
　さらに本実施形態の昇華転写インクジェット記録方法は、吐出工程で、記録ヘッド及び
転写元媒体の少なくとも一方を加熱する第２加熱工程を含んでもよい。さらに、本実施形
態の昇華転写インクジェットインク記録方法は、転写元媒体の記録面に布帛を配置する工
程、及び、転写元媒体及び布帛を加熱する工程、を含んでもよい。
【００９４】
　このような記録方法によれば、本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物を
用いるため、臭気が抑制されるとともに、画質の良好な捺染を行うことができる。
【００９５】
　２．４．記録方法で用いる装置構成
　本実施形態の昇華転写用インクジェットインク組成物は、インクジェット記録装置に好
適に用いることができる。インクジェット記録装置は、上述の昇華転写用インクジェット
インク組成物を収容するインク収容容器（カートリッジ、タンク等）及びこれに接続され
る記録ヘッドを少なくとも有し、組成物を記録ヘッドから吐出して中間転写媒体（転写元
）に画像を形成することができれば、特に限定されない。
【００９６】
　本実施形態のインクジェット記録装置としては、シリアル型およびライン型のいずれで
も使用することができる。これらの型のインクジェット記録装置には、記録ヘッドが搭載
されており、転写元媒体と記録ヘッドとの相対的な位置関係を変化させながら、記録ヘッ
ドのノズル孔からインクジェットインク組成物の液滴を所定のタイミングで（間欠的に）
かつ所定の体積（質量）で吐出させ、転写元媒体にインクジェットインク組成物を付着さ
せて所定の画像を形成することができる。
【００９７】
　ここで一般に、シリアル型のインクジェット記録装置では、記録媒体の搬送方向と、記
録ヘッドの往復動作の方向が交差しており、記録ヘッドの往復動作と記録媒体の搬送動作
（往復動作も含む）との組み合わせによって、記録媒体と記録ヘッドとの相対的な位置関
係を変化させる。またこの場合、一般的には、記録ヘッドには複数のノズル孔（インク組
成物を吐出する孔）が配置され、記録媒体の搬送方向に沿ってノズル孔の列（ノズル列）
が形成されている。また、記録ヘッドには、インク組成物の種類や数に応じて、複数のノ
ズル列が形成される場合もある。
【００９８】
　また、一般に、ライン型のインクジェット記録装置では、記録ヘッドは往復動作を行わ
ず、記録媒体の搬送によって記録媒体と記録ヘッドとの相対的な位置関係を変化させて、
記録媒体と記録ヘッドとの相対的な位置関係を変化させる。この場合においても、一般的
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には、記録ヘッドには、ノズル孔が複数配置され、記録媒体の搬送方向に交差する方向に
沿って該ノズル孔の列（ノズル列）が形成されている。
【００９９】
　インクジェット記録方式は、シリアル型又はライン型のインクジェット記録装置を用い
るものであるが、方式としては、インク組成物を微細なノズル孔より液滴として吐出して
該液滴を記録媒体に付着させることができれば、特に制限されない。例えば、液滴吐出方
式（インクジェット法の方式）としては、ピエゾ方式や、インクを加熱して発生した泡（
バブル）によりインクを吐出させる方式等を用いることができるが、インク組成物の熱に
よる変質のし難さ等の観点から、ピエゾ方式が好ましい。
【０１００】
　本実施形態で用いられるインクジェット記録装置には、例えば、加熱ユニット、乾燥ユ
ニット、ロールユニット、巻き取り装置などの公知の構成を制限無く採用することができ
る。
【０１０１】
　２．５．作用効果
　本実施形態の記録方法によれば、上述の昇華転写用インクジェットインク組成物を用い
るため、臭気が抑制されるとともに、画質の良好な捺染を行うことができる。また、滲み
及び裏移りの少ない良好な転写元媒体（記録物）を作成することができる。また、上述の
昇華転写用インクジェットインク組成物を用いるので、組成物を保存した後でも、良好な
転写元媒体（記録物）を形成することができる。
【０１０２】
　３．実施例及び比較例
　以下、本発明を実施例によってさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に
限定されるものではない。
【０１０３】
　３．１．インクジェットインク組成物の調製
　表１の組成になるように各成分を容器に入れて、マグネチックスターラーで２時間混合
及び攪拌した後、孔径５μｍのメンブランフィルターで濾過することで、実施例及び比較
例に係る第１のインク及び第２のインク（インクジェットインク組成物）を得た。なお、
各例で用いた第１のインク及び第２のインクは、互いに分散染料が異なる以外は同一の組
成とした。また、表１中の数値は、固形分換算とし、質量％を示す。
【０１０４】



(17) JP 6969191 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

【表１】

【０１０５】
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　表１において、カラーインデックス又は化合物名以外で記載した成分は次の通りである
。また、表１には、樹脂／染料質量比として、分散樹脂の分散染料に対する質量比（分散
樹脂／分散染料）を記入した。なお、分散染料の表記は「Ｃ．Ｉ．」（カラーインデック
ス）を省略してある。
【０１０６】
・アクリル系樹脂：アロンＡ－６１１４（東亜合成株式会社より入手、固形分４０％、カ
ルボン酸系共重合体（アンモニウム塩））（表の配合量は固形分換算）
・スチレン系樹脂：ノプコスバース６１００（サンノプコ株式会社より入手、固形分７０
％、スチレン・マレイン酸アミン塩）（表の配合量は固形分換算）
・ウレタン系樹脂：ＴＥＧＯ　Ｄｉｓｐｅｒｓ　７１０（Evonik Tego Chemie社より入手
、有効成分量３５％、ウレタンコポリマー溶液）（表の配合量は固形分換算）
・ＮＳＦ：β－ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物ナトリウム塩（花王株式会社より
入手）
・ＢＹＫ３４９：シリコーン系界面活性剤（ビックケミー株式会社より入手）
・オルフィンＥ１０１０：アセチレン系界面活性剤（日信化学工業社より入手）
・ペレックスＳＳ－Ｈ：アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸塩（花王株式会社より
入手）
・ノイゲンＥＡ－１３７：ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテル（第一工業製
薬株式会社より入手）
【０１０７】
　３．２．物性及び評価方法
　３．２．１．曇点
　各例のインク成分から分散染料及び分散樹脂の両方を除いた成分（液体）で調合した評
価サンプルを作成し、各評価サンプルの曇点を測定した。曇点は、特開２０１５－１１７
２９７号公報の図１に示されるような測定装置を準備して測定した。測定装置の概要とし
ては、分光光度計の内部に、循環恒温槽に接続された温度制御可能なセルを備えたもので
ある。セルには、熱電対がセル中の液体と接触可能となるように挿入されており、熱電対
と電気的に接続されたデータロガーによりセル中の温度を計測することができるようにな
っている。上記各例の組成物をそれぞれセルに入れ、循環恒温槽を用いてセルの加温を開
始し、組成物の液温をデータロガーでモニターしながら可視光域（３００～８００ｎｍ）
の透過率を分光光度計により測定した。測定間隔は０．５℃とし、初期透過率に対して１
０％以上透過率が下がった温度を曇点とした。測定装置で使用した各機器は以下の通りで
ある。得られた曇点の測定結果を表１に併せて示す。
＜測定装置＞
・分光光度計：Ｊａｓｃｏ紫外可視分光光度計（ＵＶ－ＶＩＳ）Ｖ－５７０型
・循環恒温槽：ＬＡＵＤＡ循環恒温槽Ｅ１００
・液温モニター：ＮＫＴＣデータロガーＮ５４２Ｒ
【０１０８】
　３．２．２．表面張力
　製造直後の各例の昇華転写用インクジェットインク組成物の表面張力を表面張力計（協
和界面科学株式会社製、表面張力計ＣＢＶＰ－Ｚ）を用いて、ウィルヘルミー法で液温２
５℃にて測定した。その結果を表１に記した。
【０１０９】
　３．２．３．充填性
　インクジェットプリンター（セイコーエプソン社製、ＳｕｒｅＣｏｌｏｒ　ＳＣ－Ｆ６
０００）を準備し、記録ヘッドにインクの存在しない状態とした。その後、製造直後と、
６０℃にて３０日放置後の、各例の組成物を用いて、プリンターの標準のシーケンスにて
、組成物を記録ヘッドに導入させて、記録ヘッドへの充填性を調べ、以下の基準で評価し
た。
　　Ａ：クリーニング処理１回のみで全てのノズルを充填できた。
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　　Ｂ：クリーニングを１回追加したら全てのノズルを充填できた。
　　Ｃ：全てのノズルを充填するのに、３回以上クリーニング動作が必要であった。
【０１１０】
　３．２．４．吐出安定性
　インクジェットプリンター（セイコーエプソン社製、ＳｕｒｅＣｏｌｏｒ　ＳＣ－Ｆ６
０００）に、製造直後及び６０℃にて３０日放置後の各例の組成物を充填し、４０℃環境
下で被記録物としてＢ０サイズの紙を用い、べたパターン（１００％ｄｕｔｙの塗り潰し
）を記録することにより、吐出安定性試験を行って以下の基準で評価して結果を表１に記
載した。なお初期充填は２５℃で行った。
　　Ａ：製造直後及び６０℃にて３０日放置後のそれぞれの組成物が、いずれも抜け・ヨ
レがなく連続して記録可能な枚数が１５枚以上である。
　　Ｂ：製造直後又は６０℃にて３０日放置後のいずれかの組成物が、抜け・ヨレがなく
連続して記録可能な枚数が１０枚以上１５枚未満である。
　　Ｃ：製造直後又は６０℃にて３０日放置後のいずれかの組成物が、抜け・ヨレがなく
連続して記録可能な枚数が１０枚未満である。
【０１１１】
　３．２．５．臭気
　インクジェットプリンタ（セイコーエプソン社製、ＳｕｒｅＣｏｌｏｒ　ＳＣ－Ｆ６０
００、ＴＦＰヘッド搭載）に製造直後の各例の組成物をそれぞれ充填し、吐出安定性試験
と同様のパターンで連続８時間の印刷を行い、印字後、インクジェットプリンタの近辺（
１ｍ以内のエリア）の臭気について、官能評価（環境２５℃、評価者１０人）し、その結
果を以下の基準で評価して表１に記載した。
　　作業中不快な臭気はないと感じる人が、
　　Ａ：７人以上１０人以下
　　Ｂ：４人以上６人以下
　　Ｃ：３人未満
【０１１２】
　３．２．６．保存安定性
　製造直後に対する６０℃にて３０日放置後の表面張力の上昇を各例の組成物について測
定した。表面張力は製造直後の場合と同様に上述した通り測定した。そして加速試験前後
の表面張力との差を算出し、以下の基準で評価して表１に記載した。
　　表面張力差が、
　　Ａ：０ｍＮ／ｍ以上１ｍＮ／ｍ未満
　　Ｂ：１ｍＮ／ｍ以上２ｍＮ／ｍ未満
　　Ｃ：２ｍＮ／ｍ以上
【０１１３】
　３．２．７．画質
　各例の組成物を充填したインクジェットプリンター（セイコーエプソン社製、Ｓｕｒｅ
Ｃｏｌｏｒ　ＳＣ－Ｆ６０００）を用いて、被記録媒体（ＴＲＡＮＳＪＥＴ　Ｓｐｏｒｒ
ｔｌｉｎｅ（Ｃｈｅｍ　Ｐａｐｅｒ社製））に、印字解像度を横７２０ｄｐｉ、縦７２０
ｄｐｉとし、「鷹」及び「鷲」の６ポイントの文字の印刷を行い、文字の目視認識が可能
かどうかを調べ、以下の基準で評価して表１に記載した。なお印刷環境は２５℃６０％Ｒ
Ｈとした。
　　Ａ：製造直後及び６０℃にて３０日放置後の組成物も、にじみがなく、ともに６ポイ
ント文字がはっきりと目視認識できる
　　Ｂ：製造直後の組成物に比べ、６０℃にて３０日放置後の組成物はややにじみあるも
のの、ともに６ポイント文字が目視認識できる。
　　Ｃ：製造直後の組成物に比べ、６０℃にて３０日放置後の組成物はにじみがひどく、
６ポイント文字が認識できない
【０１１４】
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　３．３．評価結果
　分散染料と、分散樹脂と、シリコーン系界面活性剤と、可溶化剤と、を含み、表面張力
が３０ｍＮ／ｍ以下であり、全成分から前記分散染料及び前記分散樹脂を除いた成分の混
合物の曇点が４０℃以上である、各実施例の昇華転写用インクジェットインク組成物は、
いずれもヘッドへの充填性、吐出安定性、臭気、保存安定性及び画質の全てに優れている
ことが分かった。すなわち、各実施例の昇華転写用インクジェットインク組成物は、臭気
が抑制された捺染を行うことができ、かつ、保存中に物性の変化が生じにくく保存安定性
に優れた、昇華転写用インクジェットインク組成物であることが判明した。
【０１１５】
　これに対して、比較例１の組成物では、分散染料の分散剤として、β－ナフタレンスル
ホン酸ホルマリン縮合物ナトリウム塩を使用しているため、臭気が悪かった。また、可溶
化剤を含まず、初期表面張力の高い比較例２の組成物では、保存後の充填性及び画質が不
十分となった。これは、シリコーン系界面活性剤が初期から分散樹脂に吸着されることと
、シリコーン系界面活性剤が徐々に分散樹脂に吸着されることにより、組成物の表面活性
能が低下して表面張力が上昇したためと考えられる。さらに、比較例３の結果をみると、
曇点が低下しており、保存後の充填性、吐出安定性、保存安定性及び画質が不良となった
。これは、シリコーン系界面活性剤が多めに配合されたにもかかわらず可溶化剤がないた
め、シリコーン系界面活性剤が徐々に分散樹脂に吸着されることにより生じた現象と考え
られる。一方、シリコーン系界面活性剤に代えてアセチレン系界面活性剤のみを用いた比
較例４では、低い表面張力は維持できるものの、ヘッドへの充填性を満足させることがで
きなかった。
【０１１６】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。例
えば、本発明は、実施形態で説明した構成と実質的に同一の構成（例えば、機能、方法及
び結果が同一の構成、あるいは目的及び効果が同一の構成）を含む。また、本発明は、実
施形態で説明した構成の本質的でない部分を置き換えた構成を含む。また、本発明は、実
施形態で説明した構成と同一の作用効果を奏する構成又は同一の目的を達成することがで
きる構成を含む。また、本発明は、実施形態で説明した構成に公知技術を付加した構成を
含む。
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